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れている。標高 20~ 50 m にわたる緩やかな堆積原面が認められ， しかも琉球石灰岩を不整合に

型う新しいものであることがわかっている。

断層は東西性のものと南北性のものとがあり ，基盤の垂直落差は最大 60m，一般に 20m前

後である。交叉する断層群により，真栄里，名j成，喜屋武，米須，真壁3 宇江城，摩文仁，兵栄

平，匿座， イ中座，港川，そして知念の 12の地下水盆に区別される(図2-10-19)。

基盤の一部が海水面下にある地下水盆として，名城，米須，港川の3地域があり，その基盤の

最深は，名城が ー15m，米須が -60m，港川がー150m であり，それぞれ相当の塩水浸入域を

かかえている。これらの地下水盆はブロ y ク状に分布するため，上流の地下水盆の末端が下流の

地下水盆の先端に速なる場合が多い。これは，米須一真壁一宇江城，真栄平一摩文仁，仲座一度

座の地下水盆間でみられる。

それぞれの地下水盆は断層による基盤のくい違いによって，自然のダムが存在する揚合がある。

上流側の地下水盆から自然の地下ダムを越流して，下流側の地下水金に瓶養が行われる ことにな

り，とくに，高水時にこの機能は有効な勤きをする。すなわち， ピーク流出量をそれぞれの地下

水盆で保留するため，地下水流出の減衰速度が柔らげられ， より安定した貯留が期待できるから

である。慶座や仲座の地下水盆の末端の湧水はこのようなものの 1つで，水道水源として利用さ

れている。

雄樋川の流域をかかえる港川地下水盆の分布は，本地域にあってきわめて特異である。深さ」

100mを超え る範囲は上流へ 2kmも入 り込み，一方，海底でもその延長が確認されている。こ

の地下谷は，ほとんどが有孔虫石灰岩によって埋積されている。また，分水界にはすぐに基盤の

分布がみられるにもかかわらず，断層の存在は確認されていない。港川地下谷の成因については，

不明のところが多い。

雄樋川左岸から知念半島までは平らな台地面が連なり，石灰岩の堆積面をそのまま残している

ものとみられている。その厚さは 20m前後で， ドリ ーネや鎚乳洞などがよく発達する。南東側

急度斜には，基盤が露出し，その聞から地下水が湧出し，古くから周辺集落の貴重な生活用水と

して利用されている。

〈永田 聡・岡本正也〕
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6. 伊平屋島・伊是名島

伊平屋島，伊是名島ともに基盤は古生屈の堆積岩類からなり，琉球石灰岩の分布は認められな

し、。

古生層からなる地形は，山地を形成し，伊平屋島にあっては，標高 200m 以上の山々が島 の

長軸方向，つまり北東一南西方向にその陵線を連ね，それはまた背斜羽11の延びの方向ともなって

いる。一方，低地は山地に挟まれた洪積ないし沖積層による塩!積谷に限定され，地質構造上，向
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斜Uffh上に当る。伊是名島は，100m前後の山とそれを縁どる台地からなり ，その山あいを埋める

ように沖積低地が分布する。

両島は山地が多いため，山あいを利用して多くの溜池がつ くられている。 しかし，流域，貯水

域ともきわめて小さいため3 干ばつが少し続くとすぐ千よってしまうのが実状である。

地下水調査は，伊是名島で 1973年，伊平屋島で 1974年に，それぞれ電気探査，地質ポーリン

グおよび試掘が実施 され，71<文地質の全貌がほぼ明らかとなっている。

伊平屋の宇野水層は，更新世の段丘土佐積層，沖積砂層および崖錐で，古生層が不透水性基盤とな

っている。田名，前泊，我喜屋， ，i島尻の集:溶は沖積低地にあり，飲雑用水は主に浅井戸によって

まかなわれてきた。図 2-10-20は， 試掘井によ って得られた田名から前泊にかけての水文地質断

面図である。段丘面を構成する洪積砂1深層は，沖積低地に潜入し，これを覆って，沖積粘土層が

最大 lSm の厚さをも って分布する。さら に，その上部を厚さは 10m 以下の中粒から粗粒の砂

層が覆う。

試掘井W-1は，田名低地のほぼ中央にあり ，洪積砂磯層中の地下水が被圧して約 50m3/dの

自噴をみている。揚水水位を 0.69m に下げると 74m3/dの揚水量が得られ，電導度は 740μぴ/cm
を示す。これが海水準と同じ 1.8m に下ると 1，660μぴ/cmに急上昇する。また， W-3では，

揚水水位が海水面以下になると，おおよそ 4，000μぴ/cmに達する。我喜屋にある W-2は3 自

然水位で 10，000μδ/cm 以上あり，すでに塩水化している。

田名低地はほとんどが水田として利用されている。 標高 1m前後の最も 低いところに回名池

があり，その周辺一帯はきわめて軟弱な低湿地帯を形成し，排水不良地域となっている。現在，

この低湿地の農地化が進められている。それとと もに，かんがい用水も必要となっており，排水

路の水を回名池に集め，高いところにある山あいの溜池ヘポンプアップして貯水する方法も検討
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図2-10-21 伊是名島水文地質図
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されている。一方，地下水の利用は，現況では揚水水位を海水面以下に下げることができないた

め，わずかな揚水量しか得られてない。このため，塩水浸入を防ぐための地下止水壁，つまり地

下ダムの築造も提案されている。

伊是名島の帯水層は，更新世の石灰質砂喋層および段丘堆積層(砂，磯〕であり，一部に沖積砂

層ないし砂丘堆積物が利用されている。このような地下水利用が期待で‘きるところは，千原，勢

理客，伊是名などの沖積低地および台地で，古生層分布地帯では困難である。図 2-10-21は伊是

名島の水文地質図， 図 2-10-22 は地質住状図である。飲雑用水は各戸で、深さ S~10m の浅井戸に

より得ている。試掘井による揚水結果によると， W-lの自然水位標高は 0.39m，水位降下量が

3.23 m で， 600 m3jdが汲み上げられ，その時の電導度は 740μEJjcmとなっている。現在，村

の水道源となっている。勢理容にある W-2は，自然水位標高が 0.30m，水位降下量 1.25m で，
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32 m3fd，電導度が 910μぴfcm となっているo vV-3は，自然水位標高 1.3m，降下量が 4.97m で，

320 m3fdが汲み上げられ，電導度は 3，000μぴfcm近くまで増大している。

(永田聡〉
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7. 伊江島

タッチュウと呼ばれる城岳(標高 172m)を別 とすれば，伊江島は楳高が 30mを出ない平坦な

台地とな ってし4る。 台地は，標高からみて， .)段から 5段に分かれ， 北側海岸が最大 60mの崖

をみせる一方，南側海岸は海浜とな って砂浜が続く。

伊江j誌は，城山の周辺とゴヘズ山に基盤岩の古生屈が露出するが，それ以外はすべて琉球石灰

岩によ って麗われている。古生層はチャ 一人 石灰岩，砂岩，粘板岩からなり，帯水層である琉

球石灰岩の不透水性基盤となって， 島内に広く分布する。そ の走向 は，一般に北東方向で，20 

_500 で北西に傾く。

地下水は基盤岩に近い琉球石灰岩あるいは基底礁岩層に賦存している。琉球石灰岩は 30m か


